
登録された申請者名を記入する。

法人：登記上の所在地、法人名、代表者氏名

個人：住民票上の住所、氏名

記載要領
報告書を作成し、提出する日

登録番号：１から始まる６ケタの番号（封筒に記載有）

重要 小数点第１位までの記載でお願いします！
【充塡】○設置 → 新規に機器を設置した時に充塡した量

○設置以外 → 機器整備にあたり、新しい冷媒を充塡した量

機器整備時、冷媒を抜き取り再充塡した場合、再充塡した量は、充塡量・回収量には加え

ない。全量再充塡した場合は、充塡量・回収量とも「０」。
例１：整備のため 3kg 回収、3kg 再充塡、新しい冷媒を 2kg 充塡した場合

…充塡量（設置以外）2.0kg、回収量 0kg

【回収】○整備→機器整備にあたり回収した量のうち、その後破壊等を行った量

（機器に再充塡しなかった量）

○廃棄等 → 機器廃棄等にあたり、回収した量

例２：整備のため 3kg 回収(その後破壊)、新しい冷媒を 5kg 充塡した場合

…充塡量（設置以外）5.0kg、回収量(整備)3.0kg

【注意】上記に関わらず、台数は充塡・回収を実施した台数分記載すること。

年度当初保管量（◇年 4月 1日）は、昨年度報告した年度末保管量（◇年 3月 31 日）と原則と

して一致させる。

※回収した量の保管量であり、充塡するために保管している新しい冷媒は保管量には加えない。

主務省令の基準に適合し、同一機器に再充塡する場合に限り、自ら再生することが可能。その場

合は、「①充塡した量」と、「⑥自ら再生し、充塡した量」の両方に記入すること。

※適合しない場合、再生業の無許可営業として違法となるため注意すること。

※他者に引き渡す場合は、再生業の許可を有する者に引渡すこと。

「第 49 条第１号に規定する者」は静岡県の場合「静岡県フロン回収事業協会」

記入上の注意（全体）

１．充塡量・回収量等の数値は 0.1kg単位まで記入する。

２．実績が無い項目は、必ず「０」と記入する。（記入漏れと区別がつきません）

３．「整備」、「廃棄等」それぞれが②＋③＝④＋⑤＋⑥＋⑦＋⑧ となるよう記入する。

４．「エアコンディショナー」と「冷蔵機器及び冷凍機器」に区分して記入する。

５．フロン類を充塡するために新規調達した量は、記入不要。

ＣＦＣと同様に記入。

⑩＋⑪＝⑫＋⑬＋⑭＋⑮＋⑯ とする。

担当者名

担当者電話番号

メールアドレス



ＣＦＣと同様に記入。

⑱＋⑲＝⑳＋○21＋○22＋○23＋○24 とする。

・確認証明書を行った台数を記載願います。

・原則は、確認証明書を発行せず、引取証明書を交付してください。

・回収の結果、フロンが０だった場合は、基本的にはこちらにはカウ

ントせず、回収した第一種特定製品の台数で計上願います。

・確認証明書を発行する場合は、不法投棄や災害等の特殊なケー
スを除き少ないです。
・こちらのカウントがある場合は、県から連絡をさせていただき内容

を確認することがあります。


